
Qlik Sense Enterprise SaaS でデータを統合し
柔軟なデータ連携、迅速なデータ分析を実現

データ分析
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「Qlik Senseを選んだ大きな理由は「連想技術」と
いう独自のテ クノロジーを搭載しているからです。
データが散在している状態 でも、連想技術によっ
て柔軟なデータ探索が可能になります。 」
東亞合成株式会 経営戦略本部 情報システム部 名古屋オフィス 兼 技術生産本部 
生産革新センター主査 山本美佐男氏

労働人口の減少をにらみ、DXで省人化を推進   
東亞合成株式会社は電解製品やアクリルモノマーなど産業の
基礎素材となる汎用化学製品はもちろん、一般消費者向けの
瞬間接着剤では国内トップレベルのシェアを誇るなど幅広い
製 品構成を有する総合化学メーカーです。全国の工場や研究
所が 連携をとりながら、多岐にわたる製品の生産効率化をは
かって います。

経営戦略本部 情報システム部 名古屋オフィス 兼 技術生産本
部 生産革新センター主査の山本美佐男氏は次のように語りま
す。

「この先ますます労働人口が減少していく中で、いかに少人数 で
効率的な生産体制を組んでものづくりを進めるかは、製造業 
全体が直面している課題です。しかし、これは見方を変えれば、 
自動化や省人化を目的とした DX を推し進める機会ともなり得 
るもので、当社工場においても2017年より IoT 化推進の取組み 
が本格的にスタートしました。」

名古屋工場を皮切りにして MES（Manufacturing Execution 
System：製造実行システム）を中心に PIMS（Plant 
Information Management System：操業情報管理システム）

、LIMS (Laboratory Information Management System：検
査データ管 理システム）、ERP システムを合わせた、データ分
析基盤の確立 をはかりました。

山本氏は「MES などのアプリケーションから生成される製造ビ
ッグデータをどう収集して利活用するかは重要なテーマ」だと語
ります。「収集したデータをどのように見るか、解析するかは、工
場における今後の自動化、省力化、品質安定、技術継承に大き

く関わってきます。」

継続的な工場操業最適化のためにはデータ分析の強化が不可
欠であり、東亞合成では将来を見据え、BI ツール導入の決定が
なされました。

ソリューションの概要

顧客名
東亞合成株式会社 名古屋工場
業界   
製造業
所在地   
愛知県
適用業務   
データ分析
ビジネス価値の促進要因   
再考されたプロセス

課題
労働人口の減少に対処するためには、業務効率化生産 
性向上を推進し、省人化による生産体制を確立する要 
がある

解決策
PIMS、MES、LIMS、ERP それぞれのサーバのデータ
をQlik Sense に取り込み情報を統合・一元化して、迅
速なデータ収集・解析につなげ、自動化を促進する 

成果 
•	 Qlik Sense でのデータ一元化によって、リアルタイム

な情報共有が可能になり、各工場や本社、R&D との
密な連携が図れるようになった

•	 Qlik Sense の連想技術により、事前に分析軸を定義
することなく自由に分析を進めることができる

•	 2021年より Qlik Sense Enterprise SaaS を導入し、
アラート通知機能を活用することで、変化を迅速に
捉えることが可能になった

カスタマーストーリー
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Qlik Sense 独自の連想技術、迅速な情報分析に
期待
導入する BI ツールの候補の中から最終的に選択されたのは
Qlik Sense でした。その理由について、山本氏は次のように言
います。

「非常に魅力を感じたのは Qlik 独自の連想技術です。データと
データが双方向に連結され、関連づけられる。全てが検索キー
になるというのは他の BI ツールにはないもので、ビッグデータ
を活用した分析を行う上で大きなメリットをもたらしてくれるだ
ろうと感じました。」 

Qlik Sense の導入について「素早いデータ分析、直感的な操
作や多角的な表現力は現場の変革を後押ししてくれると感じた」
と語るのは東亞合成株式会社技術生産本部生産革新センター
主事の伊藤彰啓氏です。

「私自身、工場の現場にいた時にはデータを集め資料を作るの
に非常に手間取り苦労した経験があります。Qlik Sense を知
り、今まで何十時間もかかっていたレポートが一瞬で作成できる
ことに衝撃を覚えました。しかも、さほど IT に詳しくない私でも
ドラッグ＆ドロップの操作で分析レポートやダッシュボードを作
ることができ、この使い勝手の良さをぜひ広めていきたいと思い
ました。」 

現在、伊藤氏は工場の現場を知る強みを活かしながら、実情に
合わせた Qlik Sense の使い方を各地の工場、本社、R&D部門
に紹介しています。「実際に使ってみた経験から QlikSense で
こんなことができる、こうすれば業務が楽になる、ということを
継続して伝えています。全社的なデータリテラシーを上げていく
サポートができればと思っています。」 

スマートファクトリーに向けたデータ統合の手応
え
Qlik Sense 導入により各種サーバに蓄積されたデータソース
が統合・一元化され、データ収集や加工にかかっていた手間
が著しく軽減されました。東亞合成ではさらに IoT 化を加速さ
せ、2019年には「生産革新プロジェクト」を立ち上げて工場のス
マート化を推進します。

「生産計画から生産実績まで MES を中心としたデータ統
合、AI-OCR、AI による異常検知、スマートデバイスの導入、高
性能センサーなどを用いたセンシングの見直し、さらにはロボッ
ト化、といった必要なアプローチを繰り出し、工場全体での生
産性向上、スマートファクトリー化を目指しています。」と山本氏
は言います。 

伊藤氏は Qlik Sense を導入したことによる意識の変化を口にし
ます。 

「今までだったら孤立しがちな、個々人の感性で個々人のツール
を使って作成した資料なども Qlik Sense で一元化することが
できました。特に会議の場を設けなくても、誰でもいつでも同じ
資料群を見ることが可能で、これは大きな仕事の変革になったと
感じています。」 

また、伊藤氏は、Qlik Sense がデータ連携、データソースの柔
軟な組み合わせに対応しているメリットを挙げます。

「当社では SAP 社の ERP を導入していますが、Qlik の連想モ
デルでは SAP のデータと SAP 以外のシステムのデータを Qlik
アプリケーションの中で簡単に組み合わせることができます。各
人が必要なデータを引き出しながら、Qlik Sense 上でカスタマイ
ズしてプロジェクト管理、予算管理、進捗管理などを行うことが
できるのです。専用のパッケージソフトを用意する必要もありま
せん。」 

そして、山本氏はスマートファクトリー化へ向けた手応えを次のよ
うに語ります。

「積極的なノウハウ共有の姿勢が浸透してきており、変化に対応
できるデータ分析の基盤が出来上がりつつあることを実感してい
ます。」

Qlik Sense Enterprise SaaS 導入でよりタイム
リーな分析  
スマートファクトリー、データ駆動型ファクトリーを前進させるた
め、東亞合成はさらにタイムリーで精度の高いデータ分析を実現
する Qlik Sense Enterprise SaaS への移行を2021年に実施。
伊藤氏は次のように語ります。

「SaaS バージョンではアラート通知機能が利用できるので、より
迅速なアクションにつなげることができます。また、アラートは制
限なく自由に設定できるため、私たちが必要とするデータを監視
することが可能です。」 

Qlik Sense Enterprise SaaS は社内での Qlik ユーザー拡大に
も役立っています。

「Qlik Sense のシートや個々の分析結果が定期的に配信され
るようにユーザー設定することができますし、レポート配信のス
ケジュール設定や配信先に応じたカスタマイズも可能です。今
まで Qlik の分析ツールとは無縁だった社員にも周知すること
ができます。」と伊藤氏。「さらに消費ベースのライセンスである 
Analyzer Capacity のライセンスも取り入れ、ユーザー間で消費
を共有することが可能になったので、社内全体にQlik Sense を
普及させる環境が整いました。」

現在、Qlik Sense Enterprise SaaS 上には約 190 名のユーザー
により約 90 個の分析アプリが作成され、日々活用されています。
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山本氏は「スマート化の促進のためには、誰もがアクセス可能
で多角的に事案を検討できる環境が大事」だと言います。「イン
タラクティブなダッシュボードを開いて、その場で様々な角度か
らデータを比較し分析する、様々な意見を出し合う。これは Qlik 
Sense の連想技術があるからできることですが、こうした環境
ができることによって、仕事上の認識のズレも最小限にすること
ができると思っています。」 

データリテラシーの向上でさらなる Qlik Sense 
活用 
伊藤氏は、Qlik のトップユーザーコミュニティ「Qlik アドボケ
イト」のメンバーでもあり、「様々な業種の方との交流で刺激を
受けている」と言います。「当社では主に工場の業務に Qlik 
Sense を使用してきたので、財務や人事分野で適用されている
事例を見聞して、新たな発見をしています。また、大企業の事例
などは講演会などで知ることができますが、他業種や同業他社
でのリアルな活用事例などを直接聞くことができるのも大きな
収穫です。」 

東亞合成では、機会をとらえ、全社的な Qlik Sense 活用へのア
プローチを実施しており、その一つが新入社員研修です。

「新入社員研修には Qlik Sense を組み入れ、実際にその使い
勝手を体験してもらっています。その後の配属先で社員それぞ
れが業務にうまく生かして使いこなすようになってほしいと大い
に期待しています。」と山本氏は言います。

伊藤氏も「データリテラシー向上を目指すための研修や教育の
実施を働きかけていきたい」と話します。「Qlik Sense にもマシ
ンラーニング（ML）を使用できる環境があるものの、それを使
いこなせるまでユーザーのレベルが追いついていないのも現状
です。一定のレベルまでユーザーが育ってきているので、さらな
るレベルアップをはかっていきます。」 

分析の範囲を広げ、データ駆動型ファクトリーを
実現
山本氏は、名古屋工場での Qlik Sense Enterprise SaaS 導
入によって得られた成果を全国に展開していきたいと考えてい
ます。

「Qlik Sense を使った生産計画のガントチャート作成は、今は
名古屋工場だけで行っていますが、これを全国の工場へ拡張
し、Qlik Sense を使った予実管理が全国で行われるようにな
れば、データ駆動型ファクトリーへ前進すると考えています。」 

さらに山本氏は全社的スケールでのデータ分析を視野に入れま
す。「全社のデータを取り込んでのデータ分析を参考にし、工場
のデータから最適な運転パラメータを算出して、継続的な操業
最適化へつなげていくようにしたい。そして、Qlik のアクセラレー
ターパッケージで SAP データ分析を加速させ、分析から予測へ
の道筋をしっかりとつけていきたいです。」 

伊藤氏も Qlik Sense Enterprise SaaS を広範囲に活用したソ
リューションを見据えています。

「今取り組んでいるのは、原料の購入から重点販売まで一気通
貫で Qlik Sense の中で見える化をするということです。Qlik 
Sense で簡単にトレーサビリティを把握できるようになれば、よ
り的確な最適化へ向けたアクションができます。また、当社では
何か問題が起きた時の原因の特定、いわゆる要因解析に強い
ニーズがあるので、ゆくゆくは Qlik Sense のマシンラーニング

（ML）を使った解析で、要因を特定できるような体制を作りた
いと考えています。」

データ駆動型組織へ向け加速度的に歩を進める東亞合
成。Qlik はこれからも同社をサポートし続けます。



「Qlik Sense Enterprise SaaS のアラート通
知機能により、素早いアクションが可能になり
ました。しかもアラートは自由に設定できるた
め、必要なデータ監視をもれなく行えます。」
東亞合成株式会社 技術生産本部 生産革新センター主事　伊藤彰啓氏

成功の鍵 90
約 190 名のユーザーにより約 90 
の分析アプリが作成され、日々活
用されている。

0
数時間から数日かかっていたレ
ポート作成が Qlik Sense を使
うことで実質ゼロに。

Qlik は
複雑なデータ状況を実用的なインサイトに変換し、戦略的なビジネス成果を促進します。世界 40,000 社以上の顧客にサービスを提
供している Qlik の製品ポートフォリオは、最先端かつエンタープライズ水準の AI / 機械学習と広範なデータ品質を基盤としていま
す。また、優れたデータ統合およびデータ統制、多様なデータソースに対応する包括的なソリューションを提供します。Qlik の直感的
でリアルタイムの分析は、隠れたパターンの発見や複雑なビジネス課題の解決、新たなビジネスチャンスの獲得を支援します。さらに、
実用的で高度な拡張性を備えた Qlik の AI / 機械学習ツールで、適切で迅速な意思決定を可能にします。Qlik は顧客の戦略的パー
トナーとして、プラットフォームに依存しないテクノロジーと専門知識で、顧客の競争力を高めます。
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